ゲノム・プロテオーム解析部門利用申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         年     月     日
岡山大学自然生命科学研究支援センター

　　 　ゲノム・プロテオーム解析部門長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用責任者　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職・氏名　　　　                      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線　
　　　　　　　　　                                     E-mail
下記のとおりゲノム・プロテオーム解析部門を利用したいので、申請します。
　　　記
· 利用期間・内容
	利用期間
	　  　年　  　月　  　日   　〜 　  　   　年　　  月　  　日

	利用目的・実験内容等
　　　　　　（具体的に）

	※ プロジェクト研究の該当　　□　有　　　□　無
※ 岡山大学化学物質管理規定に該当する有害物質の持ち込み
および使用　

　□　有　　　化合物名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□　無
   無断で施設内に有害物質を持ち込むことは禁止


	ゲノム・プロテオーム解析部門実験室
賃貸借契約の有無
	　
　□　有　　　□　無

　有 の場合 実験室名 ： 
　1階
　□　遺伝情報解析室（面積：26㎡）　　　　　
　□　植物遺伝子実験室, 培養庫（面積：40㎡, 8㎡×2）
　□　分離用機器室（面積：40㎡）
　2階

　□　P2実験室（動物）（面積：26㎡）　　　　 

　3階
□　調査室（面積54 ㎡）
※1プラッテごとのスペースでの貸し出しとする（全部で6プラッテ）

※　実験室内へ規格が1200Wを越える機器を設置する場合は、
追加料金として1台につき 月2,000円 課金する。

  　該当機器　　□　有（　　　台）　　　□　無
　  有 の場合 機器名 ： 

※ 複数の研究室での使用　　□　有　　　□　無
　  有 の場合 費用負担割合 ： 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	利用予定実験室
	　
 1階

　□　分析用機器室　　□　セミナー室　　□　P1教育訓練実習室
　2階

　□　洗浄室　　□　遺伝子保存室　　□　培養庫④（37℃）　
　□　動物実験室　　□　保管庫（4℃）　

　3階
　□　RI管理区域　　□　暗室   □　調査室　


	利用予定機器
	　
 1階

　分析用機器室
　□　PCR装置 (SimpliAmp)
　□　遺伝子導入装置 （BioRad Gene Pulser Xcell）
　□　Real Time PCR装置 (StepOnePlus, QuantStudio3)
　□　DNAシーケンサー (3500)
　□　DNAシーケンサー (MinION Mk 1C)　
　□ 全自動電気泳動システム (TapeStation)
　□　BIACORE X100　　 □　分光光度計 (UV-1800)
　□　蛍光イメージング解析装置 （Image Quant LAS4010）
　□　超微量分光光度計 （NanoDrop OneC）
　□　培養振盪器
　P1教育訓練実習室
　□　共焦点レーザー走査型顕微鏡　（FV1200 )
　□　ビーズ粉砕機 （μT-12）

　2階

　洗浄室
　□　Milli-Q水製造装置　　　□　高速冷却遠心機　　

　□　オートクレーブ  
　遺伝子保存室
　□　超 遠 心 機　　　□　微量超遠心機
核酸蛋白質構造解析室
　□　Mascot ServerおよびMascot Distiller　　　□　fleximaging
　培養庫④（37℃）
　□　中型培養振盪器　　　□　培養振盪器
　動物実験室
　□　行動実験機器  
　3階

　RI管理区域
　□　液体シンチレーションカウンター
　暗室
·  UV照射ゲルプリンター


	放射性同位元素の使用
	　□　有　　　□　無　　　　　　　有の場合 使用核種 ： （　　　　　　　　　）


[ 特記事項 ]

※　組換えＤＮA実験を実施する場合は、承認番号あるいは組換えＤＮA実験計画書の写しを添付すること。

※　放射性同位元素を使用する場合には、「ＲI実験室等使用申込書」を添付すること。

※　各欄内に記入できない場合は、別紙として添付してもよい。

※　実験室・実験機器利用料金を、運営費交付金以外の経費で支払う場合は「支払経費申請書」を添付すること。

※　共同利用機器故障時の修理費用は、使用簿に基づき受益者負担とする。また、修理費用支払経費は、運営費交付金・寄付金に限る。

※　実験室賃貸借契約に関して、老朽化による修繕費等は、ゲノム・プロテオーム解析部門が負担するが、それ以外の変更費用は利用者負担とする。

※　機器や利用者の追加がある場合は、その都度、ゲノム・プロテオーム解析部門に提出する。

※　この文面の提出は、以上の事項について同意したものとし、原則として1年毎の更新・変更とする。
■ 利用者一覧　 ※利用者のうち、利用責任者に○印を付けること
	氏名
	所属
	職名又は身分

※学生は学年も記入
	時間外利用の有無

	
	
	
	


· 図面（機器の配置図）　※賃貸借契約の場合
· 岡山大学化学物質管理規定（実施要項第７条第２項）に該当する有害物質の利用と廃棄方法
